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長島の子表彰特別賞を受賞

農業委員会が意見書を提出

作文コンクールで県知事賞を受賞

３/13
（月）

３/16
（木）

３/22
（木）

表彰を受けた赤嵜さん（写真中央）

意見書を提出した委員ら

受賞した石丸君

　第 104 回全国高等学校野球選手権大会に、鹿
児島県代表として鹿児島実業高校のエースピッ
チャーで出場した赤嵜智哉さんに、３月13 日、
川添健町長から長島の子表彰特別賞が手渡され
ました。
　赤嵜さんは「まずは社会人として仕事を頑張り、
高校で培った知識や力を生かして野球を続けてい
きたい」と次の舞台への意気込みを語りました。
　

　赤嵜さんは４月から日産自動車九州（福岡県）
の「苅田ビクトリーズ」に所属しています。

　３月16 日、長島町農業委員会が川添町長へ意
見書を提出しました。
　同委員会は１月17・18 日に本町の農業の発展・
持続のために、地域の農業者の声を聞く意見交
換会を開催。その中で出た提案や要望を意見書
にまとめました。
　意見書には遊休農地対策や労働力の確保、農
産物を活用した特産品の開発などについての現
状や提案が盛り込まれました。

　飯田満穗会長は「今後の長島町の農業発展の
ために、今回提出した農業者の声をぜひ反映して
いただきたい」と力強く語りました。

　
　第59回ＭＢＣラジオ「私たちの作文コンクール」
で石丸太

たいしん
心君（川床小３年）が県知事賞を受賞し

ました。
　これは南日本放送の主催で、今回は県内 50 の
小中学校から６８８点の応募がありました。
　石丸君は「カマキリから学んだこと」と題して、
カマキリがエサを食べる様子から学んだ命の大切
さや自然環境を守ることの重要さを書きました。
　将来の夢が昆虫博士の石丸君は「これからもご
みを拾うなどして自然を大切にしていきたい」と
目を輝かせて話しました。

培った力で次の舞台へ

農業の発展と持続のために

虫から学んだ大切なこと


